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は　し　が　き

　本号の「研究業績目録」には，2018年10月から2019年9月までの業績を掲載しました．業績の区分は，a－ 
研究論文，b－学術図書，c－その他の著書・訳書，d－学会発表，e－調査・実験報告書，f－その他，とし， 
各自の申請に基づいています．各学科の教員組織（2019年10月1日現在）は以下の通りです．

 生物学科
  （基礎生物学コース）
   葛西身延，黒尾正樹，福澤雅志，大河　浩，小林一也，笹部美知子，西野敦雄，吉田　渉
  （生態環境コース）
   東　信行，杉山修一，池田紘士，石田　清，曽我部篤，山尾　僚

 分子生命科学科
  （生命科学コース）
   姫野俵太，牛田千里，高田　晃，森田英嗣，横山　仁，栗田大輔，畠山幸紀
  （応用生命コース）
   殿内暁夫，橋本　勝，吉田　孝，坂元君年，園木和典，濱田茂樹

 食料資源学科
  （食料バイオテクノロジーコース）
   石川隆二，千田峰生，赤田辰治，柏木明子，田中克典
  （食品科学コース）
   岩井邦久，中島　晶，佐藤之紀，西塚　誠，君塚道史，樋口智之，津田治敏，前多隼人，
   山元涼子
  （食料生産環境コース）
   青山正和，佐野輝男，金児　雄，田中和明，松山信彦，管原亮平

 国際園芸農学科
  （園芸農学コース）
   荒川　修，張　樹槐，前田智雄，松﨑正敏，本多和茂，川端二功，川崎通夫，叶　旭君，
   田中紀充
  （食農経済コース）
   石塚哉史，泉谷眞実，成田拓未，佐藤加寿子，佐藤孝宏，高梨子文恵，正木　卓，
   吉仲　怜

 地域環境工学科
   泉　　完，佐々木長市，藤崎浩幸，遠藤　明，加藤　幸，丸居　篤，森　　洋，森谷慈宙，
   鄒　青穎，加藤千尋

 生物共生教育研究センター
   伊藤大雄，林田大志，姜　東鎮，房　家琛

 白神自然環境研究センター
   石川幸男，中村剛之，山岸洋貴



目　　　　次

生物学科……………………………………………………………………………………21

　基礎生物学コース………………………………………………………………………21

　生態環境コース…………………………………………………………………………22

分子生命科学科……………………………………………………………………………26

　生命科学コース…………………………………………………………………………26

　応用生命コース…………………………………………………………………………27

食料資源学科………………………………………………………………………………31

　食料バイオテクノロジーコース………………………………………………………31

　食品科学コース…………………………………………………………………………32

　食料生産環境コース……………………………………………………………………35

国際園芸農学科……………………………………………………………………………39

　園芸農学コース…………………………………………………………………………39

　食農経済コース…………………………………………………………………………43

地域環境工学科……………………………………………………………………………47

生物共生教育研究センター………………………………………………………………51

白神自然環境研究センター………………………………………………………………52



研 究 業 績 目 録 21

業 績 目 録

【生物学科】
【基礎生物学コース】
葛西　身延

黒尾　正樹
d-01. 丹羽奎太・黒尾正樹・西川完途：ツシマサンショウウオ 2遺伝集団間の生殖的隔離の検証．日本爬虫両棲類学会

第57回大会（麻布大学）, 2018.
f-01. Niwa, K., M. Kuro-o, K. Nishikawa: Assessing reproductive isolation between two genetic groups of Hynobius 

tsuensis. Bull. Herpetol. Soc. Jpn, 2019: 69, 2019.

福澤　雅志
d-01. 大熊康仁・福澤雅志：D. caveatumのREMI法開発．日本細胞性粘菌学会第8回例会山口大会（山口大学）, 2018.
d-02. 平岡陽花・桑名悟史・福澤雅志・上田昌宏：prestalk cell subtype pstVAの増殖期における細胞特性．日本細胞

性粘菌学会第8回例会山口大会（山口大学）, 2018.
d-03. 亀谷匠郁・平岡陽花・桑名悟史・田岡和晃・福澤雅志：細胞性粘菌におけるPEPCを介した分化制御．東北植物

学会第8回大会（青森大会）（弘前大学）, 2018.

大河　浩
d-01. 太田翔子・大河　浩：トマト果実におけるPEPC翻訳後修飾機構の解明．東北植物学会第8回大会（青森大会）（弘

前大学）, 2018.
d-02. 松本拓也・片野創太・F. Ali・大河　浩：シアノバクテリアSynechocystis可溶性PPaseの環境ストレス下におけ

る役割．東北植物学会第 8回大会（青森大会）（弘前大学）, 2018.
d-03. 平手季一・太田翔子・前多隼人・大河　浩：微細藻Nannochloropsis sp. HOC 2株の生育特性とオイル生産分析．

東北植物学会第8回大会（青森大会）（弘前大学）, 2018.
d-04. 小黒友輝・太田翔子・大河　浩：シロイヌナズナ植物型ppcが地上部および地下部の成長に及ぼす影響．東北植

物学会第8回大会（青森大会）（弘前大学）, 2018.
d-05. 松本拓也・片野創太・F. Ali・大河　浩：シアノバクテリアSynechocystis可溶性PPaseの光栄養混合条件におけ

る役割．日本植物学会第 83回大会（東北大学）, 2019.

小林　一也
a-01. Sekii, K., S. Yorimoto, H. Okamoto, N. Nagao, T. Maezawa, Y. Matsui, K. Yamaguchi, R. Furukawa, S. Shigenobu, 

K. Kobayashi: Transcriptomic analysis reveals differences in the regulation of amino acid metabolism in 
asexual and sexual planarians. Sci. Rep., 9: 6132, 2019.

d-01. 齋藤伊玖真・齋藤由梨亜・関井清乃・古川亮平・小柳　亮・佐藤矩行・小林一也：プラナリア有性化因子合成酵
素の単離を目指して．日本動物学会令和元年度東北支部大会（岩手大学）, 2019.

d-02. 成田美優・長尾南林・関井清乃・石田哲夫・前澤孝信・小林一也：芳香族アミノ酸水酸化酵素遺伝子の解析：プ
ラナリアの有性化の観点から．日本動物学会令和元年度東北支部大会（岩手大学）, 2019.

d-03. 清水辰海・江口碧唯・石川正樹・関井清乃・古川亮平・小林一也・石田哲夫・前澤孝信：プラナリア有性化にお
けるアミノ酸の役割．日本動物学会第 90回大阪大会（大阪市立大学）, 2019.

笹部　美知子
a-01. Yamada, K., M. Sasabe, Y. Fujikawa, T. Wada, R. Tominaga-Wada: Amino acid substitutions in CPC-LIKE 

MYB reveal residues important for protein stability in Arabidopsis roots. PLoS One, 13: e0205522, 2018. doi: 
10.1371/journal.pone.0205522.

d-01. 冨田昌伸・三上裕大・中奥龍太郎・濱田隆宏・中神弘史・橋本　隆・町田泰則・笹部美知子：シロイヌナズナの
細胞板形成を制御するMAPKカスケードの下流因子の候補ATK5の研究（2）．東北植物学会第8回大会（青森大
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会）（弘前大学）, 2018.
d-02. 細井俊良・別役重之・横山　仁・笹部美知子：植物における局所的遺伝子制御システムの改良と応用．東北植物

学会第8回大会（青森大会）（弘前大学）, 2018.
d-03. 鈴木伶奈・飯田智子・橋場真子・高橋雛子・樋口菜々美・伊藤千尋・渡邊悦子・上村松生・平野朋子・佐藤雅彦・

笹部美知子：植物細胞の伸長と分裂方向を決める因子の探索：セルロースおよび表層微小管ダイナミクスとイノ
シールリン脂質の局在解析．東北植物学会第 8回大会（青森大会）（弘前大学）, 2018.

d-04. 三上裕大・冨田昌伸・濱田隆宏・中神弘史・橋本　隆・町田泰則・笹部美知子：植物の細胞質分裂を制御する
MAPキナーゼの下流因子の探索（2）．東北植物学会第8回大会（青森大会）（弘前大学）, 2018.

d-05. 山家広大・笹部美知子：花粉形成に関与するシロイヌナズナAtNACK2の機能に関する研究．東北植物学会第 8
回大会（青森大会）（弘前大学）, 2018.

d-06. 飯田智子・橋場真子・鈴木伶奈・高橋雛子・樋口菜々美・伊藤千尋・渡邊悦子・上村松生・笹部美知子：植物細
胞の細胞伸長方向と分裂方向の決定におけるイノシトールリン脂質の関与．東北植物学会第8回大会（青森大会）
（弘前大学）, 2018.

d-07. 冨田昌伸・三上裕大・中奥龍太郎・濱田隆宏・中神弘史・橋本　隆・町田泰則・笹部美知子：植物の細胞質分裂
を制御するシロイヌナズナMPK4 MAPKの新規基質の同定と機能解析．第60回日本植物生理学会年会（名古屋
大学）, 2019.

d-08. 笹部美知子・三上裕大・冨田昌伸・濱田隆宏・中神弘史・橋本　隆・町田泰則：細胞質分裂を制御するしくみか
ら植物の形つくりを考える．日本植物学会第 83回大会（東北大学）, 2019.

西野　敦雄
a-01. 西野敦雄・岡村康司：NaVチャネル全史― 細菌からヒトまで―．生化学，91: 210‒223, 2019.
b-01. 西野敦雄：ホヤのオタマジャクシ幼生に学ぶ遊泳機構．動物学の百科事典，日本動物学会編，丸善出版 , p.660‒661, 

2018.
d-01. 黒岩夏澄・西野敦雄：ホヤ幼生の “ヒレ” について．平成30年度青函水産試験研究交流会議（ホタテガイ部会）（函

館市国際水産・海洋総合研究センター）, 2018.
d-02. 広瀬航平・西野敦雄：ワカレオタマボヤの消化管における餌粒子の移動と濃縮．日本動物学会令和元年度東北支

部大会（岩手大学）, 2019.
d-03. 岩谷　靖・長谷川修也・西野敦雄：カタユウレイボヤ幼生の遊泳運動における自動的形状解析．日本動物学会第

90回大阪大会（大阪市立大学）, 2019.
d-04. 笠原享祐・足立千尋・望月　遊・大塚玄航・西野敦雄・小沼　健・西田宏記・横堀伸一：オタマボヤ綱ミトコン

ドリアゲノムの進化．日本動物学会第 90回大阪大会（大阪市立大学）, 2019.
d-05. 窪川かおる・西野純子・西野敦雄・豊田　敦・浦野明央：ナメクジウオにおける内分泌関連遺伝子の発現の性差．

日本動物学会第90回大阪大会（大阪市立大学）, 2019.

吉田　渉
e-01. 吉田　渉：ナマコ抽出物の抗真菌試験．平成 30年度（株）大豊受託研究報告書 , 2018.
f-01. Yoshida, W.: Sea cucumber farming in East Asia. Les “Rendez-Vous de Concarneau 2018” (RVCC2018 ), La 

10ème édition des ‘Rendez-Vous de Concarneau’ : Where industry meets science in marine biotechnology, 
(Station marine de Concarneau, France), (invited lecture), 2018.

【生態環境コース】
東　信行
a-01. 泉　完・清水秀成・東　信行・丸居　篤・矢田谷健一：ミナミメダカの突進速度に関する実験．農業農村工学会

論文集 , 86: II_1-II_7, 2018.
a-02. 泉　完・杉本亜里紗・丸居　篤・東　信行：河川遡上初期における稚アユの臨界遊泳速度に関する現地実験．土

木学会論文集B1（水工学）, 74: I_433-I_438, 2018.
a-03. 柏木敦士・笠原里恵・高橋雅雄・東　信行：青森県十三湖における風力発電施設建設前のガン・ハクチョウ類の

春の渡り状況．日本鳥学会誌 , 68: 53‒66, 2019.
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a-04. 三浦太智・吉田雅範・山田嘉暢・野呂恭成・伊藤欣吾・東　信行：マダラ陸奥湾産卵群の分布と回遊．水産増殖 , 
67: 19‒24, 2019.

a-05. 山崎由理・宗岡寿美・東　信行・中西　厚・木村賢人・辻　修：付着藻類の窒素安定同位体比による窒素起源の
推定．農業農村工学会誌 , 87: 17‒20, 2019.

d-01. 笠井亮秀・定行洋亮・高田真悟・安　孝珍・山崎　彩・久米　学・寺島佑樹・東　信行・今藤夏子・亀山　哲・
木村伸吾・山中裕樹・益田玲爾・山下　洋：環境DNAによるニホンウナギの分布域の推定．2018年度水産海洋
学会研究発表大会（東京大学大気海洋研究所）, 2018.

d-02. Kudo S., R. Kikuchi, T. Kanzaki, K. Noda, N. Azuma: Did the renovation of “Tsugaru Dam” restore the 
riverine material cycle? 2018 ICLEE (International Consortium of Landscape and Ecological Engineering) 9th 
Conference (Chaoyang University of Technology, Taiwan), 2018.

d-03. Kasahara S., G. Morimoto, W. Kitamura, S. Imanishi, N. Azuma: Taiwan is an important stopover site for 
migration of the Little Ringed Plover breeding in central Japan. 2018 ICLEE (International Consortium of 
Landscape and Ecological Engineering) 9th Conference (Chaoyang University of Technology, Taiwan), 2018.

d-04. 笠井亮秀・高田真悟・山崎　彩・定行洋亮・木村伸吾・安　孝珍・寺島佑樹・久米　学・益田玲爾・山下　洋・
山中裕樹・今藤夏子・亀山　哲・東　信行：環境DNAを用いた全国河川のニホンウナギ分布調査．平成 31年度
日本水産学会春季大会（東京海洋大学）, 2019.

d-05. 佐々木未悠・高橋雅雄・蛯名純一・東　信行：営巣環境をめぐる樹洞営巣性鳥類の闘争行動―ニュウナイスズメ
とスズメの種間比較―．日本鳥学会2019年度大会（帝京科学大学）, 2019.

d-06. 立石淑恵・高橋雅雄・東　信行：青森県津軽地域におけるチゴハヤブサの営巣数減少．日本鳥学会 2019年度大
会（帝京科学大学）, 2019.

d-07. 笠原里恵・押切麻衣子・東　信行：岩木川の河畔林構造が鳥類相に与える影響．日本鳥学会 2019年度大会（帝
京科学大学）, 2019.

d-08. 本多里奈・東　信行：カワウのコロニー形成における水面結氷とアオサギの影響．日本鳥学会2019年度大会（帝
京科学大学）, 2019.

e-01. 佐藤　臨・東　信行：岩木川下流ヨシ原の生態系特性と管理．河川生態学術調査研究 , 2019.
f-01. 東　信行：パネルディスカッション「地域の宝・岩木川を未来へ継承し，未来に発信する」．岩木川改修 100周

年記念シンポジウム（五所川原市ふるさと交流圏民センター）, 2018.

杉山　修一
d-01. 杉山修一：作物のマイクロバイオーム（微生物叢）と病害制御．日本生態学会東北地区大会第 63回大会（相馬ロ

マントピア）, 2018.
d-02. 杉山修一：科学が解明する「奇跡のリンゴ」の秘密．東北植物学会第 8回大会（青森大会）（弘前大学）, 2018.

池田　紘士
a-01. Kudo, R., H. Masuya, R. Endoh, T. Kikuchi, H. Ikeda: Gut bacterial and fungal communities in ground-dwelling 

beetles are associated with host food habit and habitat. ISME J., 13: 676‒685, 2019.
d-01. 森井椋太・池田紘士・西野敦雄：クロサンショウウオ（Hynobius nigrescens）における雄の頭胴長と尾長の進化．

日本爬虫両棲類学会第57回大会（麻布大学）, 2018.
d-02. 木村彰宏・池田紘士：氷期後の分布拡大が樹上性昆虫の遺伝的分化に与える影響．日本生態学会東北地区会第

63回大会（相馬ロマントピア）, 2018.
d-03. 清川　僚・池田紘士：メススジゲンゴロウにみられる性的二型形質の進化パターン．日本生態学会東北地区会第

63回大会（相馬ロマントピア）, 2018.
d-04. 菊地孝介・奥田　圭・池田紘士・笹部美知子・山尾　僚：マンサクに形成される虫こぶの捕食者相の解明．日本

生態学会東北地区会第63回大会（相馬ロマントピア）, 2018.
d-05. 木村彰宏・池田紘士：最終氷期後の分布変遷によってブナ林の樹上性昆虫に生じた遺伝子浸透．第 50回日本種

生物シンポジウム（八王子大学セミナーハウス）, 2018.
d-06. 木村彰宏・池田紘士：最終氷期後の分布拡大による二次的接触がブナ林の樹上性昆虫に与える影響．第66回日

本生態学会大会（神戸国際コンベンションセンター）, 2019.
d-07. 清川　僚・池田紘士：メススジゲンゴロウでは雄のハラスメントが雌の性的二型形質の進化を駆動したのか？ 

第66回日本生態学会大会（神戸国際コンベンションセンター）, 2019.
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d-08. 金田　哲・池田紘士・上野秀人・永瀧　秦：カンキツ園において農法の変化がミミズ群集に及ぼす影響．第 66
回日本生態学会大会（神戸国際コンベンションセンター）, 2019.

d-09. 山本哲史・工藤誠也・佐藤　臨・池田紘士・藤澤知親・曽田貞滋：フユシャク類の初冬繁殖型と晩冬型繁殖型の
原因となる生活史形質とその遺伝基盤の探索．日本進化学会第21回大会（北海道大学）, 2019.

d-10. 寺嶋公紀・川瀬陽平・山尾　僚・野田香織・杉山修一・東　信行・池田紘士：融雪剤は植物と昆虫間の相互作用
を変化させるか．日本昆虫学会第 79回大会（弘前大学）, 2019.

d-11. 池田紘士：甲虫における飛翔能力の退化がもたらす種多様化．日本昆虫学会第79回大会（弘前大学）, 2019.
d-12. 工藤莉奈・升屋勇人・遠藤力也・菊地泰生・池田紘士：地表性甲虫の生態と消化管内微生物群集の関係．日本昆

虫学会第79回大会（弘前大学）, 2019.

石田　清
d-01. 杉本　咲・石田　清：ブナにおける葉フェノロジーの集団間・集団内変異：開葉・落葉時期と耐凍性の間係．日

本生態学会東北地区会第 63回大会（相馬ロマントピア）, 2018.
d-02. 三部真優・石田　清：高標高域におけるミズナラの積雪環境への適応：ミズナラとミヤマナラの葉のフェノロジー

と耐凍性．日本生態学会東北地区会第 63回大会（相馬ロマントピア）, 2018.
d-03. 高木広陽・石田　清：ブナ稚樹の葉フェノロジー：場所間変異及び林冠木フェノロジーとの相関．日本生態学会

東北地区会第63回大会（相馬ロマントピア）, 2018.
d-04. 織田一喜・織部雄一朗・石田　清：多雪山地におけるニセアカシアの雪害と木部形質．日本生態学会東北地区会

第63回大会（相馬ロマントピア）, 2018.
d-05. 石田　清・川辺慎也・渡辺陽平・白濱千紘・本城和佳・宮沢良行・織部雄一朗：ミズナラの開葉・道管形成時期

と温度環境との関係．第 66回日本生態学会大会（神戸国際コンベンションセンター）, 2019.
d-06. 織田一喜・織部雄一朗・石田　清：多雪山地に侵入したニセアカシアにおける雪害の影響と木部形質．第 66回

日本生態学会大会（神戸国際コンベンションセンター）, 2019.
d-07. 杉本 咲・石田　清：ブナにおける葉フェノロジーの集団間・集団内変異と集団遺伝構造．第 66回日本生態学会

大会（神戸国際コンベンションセンター）, 2019.
d-08. 三部真優・石田　清：高標高域におけるミズナラの積雪環境への適応：ミズナラとミヤマナラの葉と木部の形質．

第66回日本生態学会大会（神戸国際コンベンションセンター）, 2019.
d-09. 高木広陽・石田　清：ブナ稚樹の葉フェノロジーの変異：林冠木フェノロジーとの相関及び消雪時期の影響．第

66回日本生態学会大会（神戸国際コンベンションセンター）, 2019.
d-10. 杉本　咲・石田　清：ブナにおける葉フェノロジーの集団間・集団内変異：開葉・落葉時期と耐凍性．第 130回

日本森林学会大会（朱鷺メッセ）, 2019.
d-11. Tomaru, N., N. Wadasaki, K. Yukitoshi, I. Tamaki, S. Suzuki, K. Ishida: Effects of a native invasive species, 

Magnolia kobus, on the persistence of a rare species, M. stellata. XXV IUFRO World Congress (Curitiba, 
Brazil), 2019.

曽我部　篤
a-01. Endo, T., M. Sekino, A. Fujiwara, A. Sogabe: Development and characterization of 19 novel microsatellite 

markers in the Pacific seaweed pipefish Syngnathus schlegeli using next-generation sequencing. Mol. Biol. 
Rep., 45: 2831‒2834, 2018.

a-02. Kawanishi, R., N. Kohya, A. Sogabe, H. Hata: A comparison of body condition of the yellowstriped butterfish 
Labracoglossa argenteiventris in relation to parasitism by the cymothoids isopod Ceratothoa arimae. Parasitol. 
Internat., 72: 101932, 2019.

d-01. 遠藤赳寛・關野正志・藤原篤志・曽我部篤：ヨウジウオSyngnathus schlegeliにおける配偶システムの地域間変異 . 
2018年度日本魚類学会年会（国立オリンピック記念青少年総合センター）, 2018.

d-02. 笹平素生・小北智之・古川亮平・太田耕平・清水園子・曽我部篤：一夫一妻魚イシヨウジにおけるペアボンド
維持行動の神経内分泌基盤の探索．2018年度日本魚類学会年会（国立オリンピック記念青少年総合センター）, 
2018.

d-03. 小林寛卓･加納光樹・古屋康則・桑原正樹・鬼倉徳雄・杉山秀樹・曽我部篤：日本国内におけるクルメサヨリの
遺伝的個体群構造．2018年度日本魚類学会年会（国立オリンピック記念青少年総合センター）, 2018.

d-04. 木村知里・曽我部篤・川口将史：縄張り性魚類トウヨシノボリの個体認識能とその神経基盤．第 30回魚類生態
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研究会（水産大学校）, 2019.
d-05. 鈴木絵美子・武島弘彦・畑　啓生・川西亮太・曽我部篤：魚類の口内に寄生する等脚類タイノエの配偶システム．

第66回日本生態学会大会（神戸国際コンベンションセンター）, 2019.
d-06. 川口将史・松本浩司・山本直之・仲山　慶・曽我部篤・柴田淳也・川西亮太・須藤文和・村上安則・一条裕之：

c-fos分布パターンを指標としたヨシノボリ属の生殖的隔離を司る行動メカニズムの解析．日本動物学会第 90回
大阪大会（大阪市立大学）, 2019.

山尾　僚
a-01. Takigahira H., A. Yamawo: Competitive responses based on kin-discrimination underlie variations in leaf 

functional traits in Japanese beech (Fagus crenata) seedlings.  Evol. Ecol., 33: 521‒531, 2019.
a-02. Yamawo A., N. Suzuki, J. Tagawa: Extrafloral nectary-bearing plant Mallotus japonicas uses different types of 

extrafloral nectaries to establish effective defense by ants. J. Plant Res., 132: 499‒507, 2019.
a-03. Yamawo A., H. Ohsaki, J. F. Cahill Jr.: Damage to leaf veins suppresses root foraging precision. Am. J. Bot., 

106: 1126‒1130, 2019.
d-01. 大野美涼・山尾　僚：樹木の冬芽展葉時期の調節における日長情報の利用の検証．日本生態学会東北地区大会第

63回大会（相馬ロマントピア）, 2018.
d-02. 大崎晴菜・千本木洋介・坂本祥乃・宮本留衣・田島美和・奥田　圭・山尾　僚：餌植物の種内競争がニホンジカ

の嗜好性に与える影響．日本生態学会東北地区大会第 63回大会（相馬ロマントピア）, 2018.
d-03. 菊地孝介・奥田　圭・池田紘士・笹部美知子・山尾　僚：マンサクに形成される虫こぶの捕食者相の解明．日本

生態学会東北地区会第63回大会（相馬ロマントピア）, 2018.
d-04. 大野美涼・山尾　僚：ハウチワカエデにおける冬芽と枝による光情報の受容と共有．第 83回植物学会（東北大学）, 

2019.
d-05. 大和田光一・山尾　僚：草地におけるアリ類の減少は何をもたらすのか？―地表徘徊性生物に着目して―．日本

昆虫学会第79回大会（弘前大学）, 2019.
d-06. 寺嶋公紀・川瀬陽平・山尾　僚・野田香織・杉山修一・東　信行・池田紘士：融雪剤は植物と昆虫間の相互作用

を変化させるか．日本昆虫学会第 79回大会（弘前大学）, 2019.
d-07. Yamawo A.: Self-discrimination in wild plants. A.E.E.B: Evolutionary Biology Meeting at Marseilles (Marseilles, 

France), 2019.
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【分子生命科学科】

【生命科学コース】
姫野　俵太
d-01. 栗田大輔・C. Ma・N. Gao・姫野俵太：翻訳停滞解消システムにおけるArfA/RF2/リボソーム複合体の構造解析．

第92回日本生化学会大会（パシフィコ横浜）, 2019.
d-02. Kurita, D., C. Ma, N. Gao, H. Himeno: Structural basis of alternative ribosome rescue by ArfA and RF2. 24th 

Annual Meeting of the RNA Society (ICE Krakow Congress Centre), 2019.
d-03. 千葉剛大・後藤史門・姫野俵太・牛田千里：C. elegans ROP-1とCeY RNAの結合解析．第 21回日本RNA学会

年会（東京）, 2019.
f-01. 中東憲治・森　英詞・後藤史門・中山秀喜・姫野俵太：目的タンパク質の製造方法及び組換え細胞の溶解方法及

び組換え細胞．特願 2018‒185591.
f-02. 中東憲治・森　英詞・後藤史門・中山秀喜・姫野俵太：組換え細胞の破砕方法及び目的タンパク質の製造方法．

特願2018‒185595.

牛田　千里
d-01. 鈴村拓馬・清澤秀孔・牛田千里・河合剛太：マウス由来新規低分子RNAの探索およびその構造解析．第 41回日

本分子生物学会年会（パシフィコ横浜）, 2018.
d-02. Chiba, T., M. Sato, S. Kihara, F. Huanyu, C. Ushida: Expression pattern of C. elegans Y RNA homologs and 

two different RNAs from cel-7. 22nd International C. elegans Conference (UCLA, California, U. S. A.), 2019.
d-03. 千葉剛大・後藤史門・姫野俵太・牛田千里：C. elegans ROP-1とCeY RNAの結合解析．第 21回日本RNA学会

年会（東京）, 2019.
d-04. Ushida, C.: Functional RNomics of C. elegans. International Conference cum Workshop on “Caenorhabditis 

elegans based OMIC for Future Challenges” (Alagappa Univ., India), 2019.
d-05. Masui, T., T. Koyama, T. Uematsu, C. Ushida: Deletion of a snoRNA gene cer-2a causes the delay of egg-laying 

in C. elegans. International Conference cum Workshop on “Caenorhabditis elegans based OMIC for Future 
Challenges” (Alagappa Univ., India), 2019.

f-01. 牛田千里：RNAエッセイ：RNA研究の楽しさを地方でも伝えたい ! 日本RNA学会会報No.39, 2019.

高田　晃

森田　英嗣
a-01. Arakawa, M., E. Morita: Flavivirus replication organelle biogenesis in the endoplasmic reticulum: comparison 

with other single-stranded positive-sense RNA viruses. Int. J. Mol. Sci., 20: 2336, 2019.
a-02. Ishida, K., S. Goto, M. Ishimura, M. Amanuma, Y. Hara, R. Suzuki, K. Katoh, E. Morita: Functional correlation 

between subcellular localizations of Japanese encephalitis virus capsid protein and virus production. J. Virol., 
93 (19): e00612‒19 , 2019. doi: 10.1128/JVI.00612‒19.

d-01. 森田英嗣：フラビウイルスの複製オルガネラ形成におけるVCP/p97の役割．第 41回日本分子生物学会年会（横
浜）, 2018.

d-02. 森田英嗣・荒川将志・石田幸太郎・田端桂介：フラビウイルス増殖における小胞体関連分解機構の役割．第 54
回日本脳炎ウイルス生態学研究会（高知）, 2019.

d-03. 瓜生慧也・荒川将志・廣瀬麻衣・浅野クリスナ・中根明夫・森田英嗣：細胞内細菌増殖を制御するオートファジー
レセプター分子の同定．第 73回日本細菌学会東北支部総会（盛岡）, 2019.

d-04. 木村咲伽・鈴木明男・蝦名博貴・森田英嗣：日本脳炎ウイルスキャプシド蛋白質のアラニン置換変異体群の解析．
第73回日本細菌学会東北支部総会（盛岡）, 2019.

d-05. 瓜生慧也・荒川将志・森田英嗣：蛋白質凝集体除去に関わる新規オートファジーレセプター因子の同定．第 91
回日本生化学会大会（横浜）, 2019.

d-06. 石田幸太郎・後藤史門・荒川将志・田端桂介・鈴木亮介・森田英嗣：フラビウイルス複製オルガネラに集積する
因子の過剰発現によるウイルス増殖への影響．第 91回日本生化学会大会（横浜）, 2019.



研 究 業 績 目 録 27

d-07. 前田昂樹・後藤史門・小根山千歳・森田英嗣：エクソソーム産生に必要なESCRT因子の解析．第91回日本生化
学会大会（横浜）, 2019.

d-08. 木村咲伽・鈴木明男・蝦名博貴・森田英嗣：ワクチン開発へ向けたヒトパルボウイルスB19様粒子発現系の構築．
第91回日本生化学会大会（横浜）, 2019.

d-09. 荒川将志・石田幸太郎・田端桂介・加藤　薫・杉本岳大・岡田徹也・森　和俊・森田英嗣：VCP複合体による
ウイルスタンパク質の選択的分解とその意義．第 91回日本生化学会大会（横浜）, 2019.

d-10. 森田英嗣：フラビウイルスの増殖に必要な小胞体応答ゾーン．第91回日本生化学会大会（横浜）, 2019.
d-11. Kimura, S., A. Suzuki, H. Ebina, E. Morita: Virus like particle formation of human parvovirus B19 in Nicotiana 

benthamiana. 第 67回日本ウイルス学会学術集会（東京）, 2019.

横山　仁
a-01. Hasugata, R., S. Hayashi, A. Kawasumi-Kita, J. Sakamoto, Y. Kamei, H. Yokoyama: Infrared laser-mediated 

single-cell-level gene induction in the regenerating tail of Xenopus laevis tadpoles. Cold Spring Harbor 
Protocols, 2018（12）: doi: 10.1101/pdb.prot101014, 2018.

a-02. Hayashi, S., K. Tamura, H. Yokoyama: Chromatin dynamics underlying the precise regeneration of a 
vertebrate limb ‒ Epigenetic regulation and cellular memory. Seminars in Cell and Developmental Biology, 
E-pub. doi: 10.1016/j.semcdb.2019.04.006.

d-01. 蓮潟里帆・小林託也・越智陽城・田村宏治・横山　仁：局所的なshhの発現誘導によるツメガエルの四肢のパター
ン形成への影響．日本動物学会 第 89回大会代替大会（東京都）, 2018.

d-02. Hasugata, R., T. Kobayashi, H. Ochi, K. Tamura, H. Yokoyama: Local induction of shh expression alters limb 
development and regeneration in Xenopus laevis. 日本発生生物学会第52回大会（大阪市）, 2019.

d-03. 横山　仁：器官再生を実現する手がかりをXenopusから探る ―異分野との融合は本当に可能か？―.　第 2回再
生学異分野融合研究会（岡崎市）, 2019.

d-04. 多田玲美・東館拓也・石川奨馬・川口　茜・薬師寺那由他・越智陽城・荻野　肇・田村宏治・横山　仁：ツメガ
エルにおけるShhの四肢特異的遠位エンハンサー・MFCS1の活性化プロセスの解析 ―発生と再生での比較―．
第2回再生学異分野融合研究会（岡崎市）, 2019.

d-05. 成澤勇斗・林　真一・越智陽城・蓮潟里帆・嶋田侑莉・田村宏冶・横山　仁：Hippoシグナル経路に関わる転写因子，
Teadの機能活性化とツメガエルの四肢再生能力との関連．第2回再生学異分野融合研究会（岡崎市）, 2019.

d-06. 嶋田侑莉・越智陽城・横山　仁：アフリカツメガエルの四肢再生における背腹軸形成機構の解析．日本動物学会
第90回大会（大阪市）, 2019.

栗田　大輔
d-01. 栗田大輔・C. Ma・N. Gao・姫野俵太：翻訳停滞解消システムにおけるArfA/RF2/リボソーム複合体の構造解析．

第92回日本生化学会大会（パシフィコ横浜）, 2019.
d-02. 栗田大輔：細菌におけるリボソームレスキュー機構の解明．第 26回群馬大学理工学府・生体調節研究所生命科

学セミナー（群馬大学）, 2019.
d-03. Kurita, D., C. Ma, N. Gao, H. Himeno: Structural basis of alternative ribosome rescue by ArfA and RF2. 24th 

Annual Meeting of the RNA Society (ICE Krakow Congress Centre), 2019.

畠山　幸紀
f-01. 畠山幸紀：教育用Webサイトの公開．https://moodle.hirosaki-u.ac.jp/course/index.php?categoryid=8（学内限定）, 

2019.

【応用生命コース】
殿内　暁夫
a-01. Li, J., C. Kudo, A. Tonouchi: Capsulimonas corticalis gen. nov., sp. nov., an aerobic capsulated bacterium, of a 

novel bacterial order, Capsulimonadales ord. nov., of the class Armatimonadia of the phylum Armatimonadetes. 
Int. J. Syst. Evol. Microbiol., 69: 220‒226, 2019.
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a-02. Matsumoto, M., M. Nishiyama, H. Maeda, A. Tonouchi, K. Konno, M. Hashimoto: Structure-activity 
relationships of trichothecenes against COLO201 cells and Cochliobolus miyabeanus: the role of 12-epoxide and 
macrocyclic moieties. Bioorg. Med. Chem. Lett., 29: 982‒985, 2019.

a-03. Nishiyama, M., H. Maeda, A. Tonouchi, M. Hashimoto: Neomacrophorin and premacrophorin congeners from 
Trichoderma sp. 1212‒03. Tetrahedron, 75: 2993‒3000, 2019.

d-01. 松本愛美・西山真未・前多隼人・殿内暁夫・紺野勝弘・橋本　勝：マクロリドを有するトリコテセンは 12位エ
ポキシドがなくても毒性を示す．日本農芸化学会 2019大会（東京）, 2019.

d-02. 西山真未・殿内暁夫・橋本　勝：Trichoderma sp.1212‒03の生産するneomacrophorin類関連物質の構造について．
日本農芸化学会2019大会（東京）, 2019.

d-03. 大坂彩瑛・殿内暁夫：白神山地のブナから分離した新規Chloroexi門Ktedonobacteraceae科細菌 brp13株に関す
る研究．日本微生物生態学会 第 33回大会（山梨）, 2019.

f-01. 原田幸雄・殿内暁夫：テレビ東京の番組「土曜スペシャル 博多華丸大吉 ごごから日帰り旅」にキノコ（チチタ
ケ）写真を提供．2018.10.27.

f-02. 殿内暁夫：白神山地の微生物とその利用．弘前産官学連携フォーラム第 29回イブニングフォーラム（弘前）, 
2018.

f-03. 殿内暁夫：地域未利用資源を考える in八戸．戦略1成果公開事業（弘前大学八戸サテライト）, 2018.
f-04. 殿内暁夫：改良白神酵母の創出．平成 30年度第2回白神酵母研究会（弘前）, 2019.
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d-03. Aoyama, M.: Compositional similarity between alkali-extracted and water-extracted fulvic acids in soils. SSSA 
2018‒2019 International Soils Meeting (San Diego, USA), 2019.

d-04. 青山正和：果樹園の土壌管理と有機物施用．葡萄酒技術研究会令和元年度前期講演会（ホテル談露館 , 甲府市）, 
2019.

d-05. 青山正和：高速液体クロマトグラフィーによる土壌腐植酸中の暗色成分の分離．日本土壌肥料学会2019年度静
岡大会（静岡大学）, 2019.

d-06. 青山正和：土壌団粒内外の有機物の化学的性状―有機物分解に伴う土壌団粒形成理論との関係―．日本土壌肥料
学会シンポジウム「土壌団粒構造と土壌プロセス2」, 日本土壌肥料学会 2019年度静岡大会（静岡大学）, 2019.

d-07. 青山正和・前田和輝・入戸野理：高速液体クロマトグラフィーによる土壌フルボ酸と湖水フルボ酸の構成成分の
比較．日本腐植物質学会第 35回講演会（稚内総合文化センター, 稚内市）, 2019.

f-01. Aoyama, M.: Soil properties suitable for apple cultivation. Seminar at Turkmen Agricultural University 
(Ashgabat, Turkmenistan), 2019.

f-02. Aoyama, M.: Apple orchard soils in Aomori Prefecture and suggestions for apple cultivation in Turkmenistan. 
Seminar at Turkmen Agricultural University (Ashgabat, Turkmenistan), 2019.

佐野　輝男
a-01. Di Serio, F., S. Ambrós, T. Sano, R. Flores, B. Navarro: Viroid diseases in pome and stone fruit trees and Koch’s 

postulates: a critical assessment. Viruses, 10: 612, 2018. , doi: 10.3390/v10110612.
a-02. Matsushita, Y., Y. Yanagisawa, T. Sano: Vertical and horizontal transmission of pospiviroids. Viruses, 10: 706, 

2018;. doi:10.3390/v10120706.
a-03. Yanagisawa, H., T. Sano, S. Hase, Y. Matsushita: Influence of the terminal left domain on horizontal and 

vertical transmissions of tomato planta macho viroid and potato spindle tuber viroid through pollen. Virology, 
526: 22‒31, 2019.

a-04. Maddahian, M., H. Massumi, J. Heydarnejad, A. Hosseinipour, A. Khezri, T. Sano: Biological and molecular 
characterization of hop stunt viroid variants from pistachio trees in Iran. J. Phytopathol., 167: 163‒173, 2019. 
doi.org/10.1111/jph.12783.

a-05. Suzuki, T., S. Ikeda, A. Kasai, A. Taneda, M. Fujibayashi, K. Sugawara, M. Okuta, H. Maeda, T. Sano: RNAi-
mediated down-regulation of dicer-like 2 and 4 changes the response of ‘Moneymaker’ tomato to potato spindle 
tuber viroid infection from tolerance to lethal systemic necrosis, accompanied by up-regulation of miR398 , 
398a-3p and production of excessive amount of reactive oxygen species. Viruses, 11 : 344, 2019. doi:10.3390/
v11040344.

a-06. Matsushita, Y., K. Egami, A. Sawada, M. Saito, T. Sano, S. Tsushima, S. Yoshida: Analyses of soil bacterial 
community diversity in naturally and conventionally farmed apple orchards using 16S rRNA gene sequencing. 
Applied Soil Ecology, 141: 26‒29, 2019.

d-01. Sano, T.: Introduction of apple diseases in Aomori. UGAS International Symposium, (Hirosaki Univ.), 2018.
d-02. Suzuki, T., M. Fujibayashi, T. Sano: Characterization of host-dependent mutations and pathogenicity of apple 

fruit crinkle viroid and selection of their variants with severe and mild symptom on tomato fruits. UGAS 
International Symposium, (Hirosaki Univ.), 2018.

d-03. Kitabayashi, S., C. R. Adkar-Purushothama, T. Sano: Decrease in accumulation due to mutation at position 42 
of potato spindle tuber viroid (PSTVd) causes attenuation of PSTVd. UGAS International Symposium, (Hirosaki 
Univ.), 2018.

d-04. Matoušek, J., D. Honys, U. K. Killi, A. K. Mishra, L. Steinbachová, T. Kocábek, S. Radisek, T. Sano, G. Steger: 
Elimination of hop viroids from pollen. 57 th Congress of the International Hop Growers’ Convention (IHGC, 
Slovenia), 2019.

d-05. 北林奨也・対馬大希・C. R. Adkar-Purushothama・佐野輝男：ジャガイモやせいもウイロイドの弱毒化に関与
する宿主遺伝子 -カルコン合成酵素遺伝子の発現量分析．平成31年度日本植物病理学会大会（つくば国際会議場）, 
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2019.
d-06. 鈴木貴大・藤林美里・前多隼人・佐野輝男：ジャガイモやせいもウイロイド感染トマトにおける活性酸素種の発

生と壊疽症状．平成 31年度日本植物病理学会大会（つくば国際会議場）, 2019.
d-07. 直井　崇・畑谷達児・北林奨也・葛西厚史・佐野輝男：トマトのRDR6 はジャガイモやせいもウイロイド 2系統

の頂端分裂組織への侵入を同様に抑制するが，初期増殖に異なる影響を及ぼす．平成 31年度日本植物病理学会
大会（つくば国際会議場）, 2019.

d-08. Kwon, J., C. Masuta, A. Kasai, T. Sano, K. Nakahara: RNA silencing-related genes are involved in tomato 
tolerance toward virus infection. 38th Annual American Society for Virology Meeting, Minnesota, USA, 2019.

d-09. 鈴木貴大・佐野輝男：果実障害の重症度を制御するリンゴゆず果ウイロイド塩基配列の分析．平成 31年度（第 
54回）植物感染生理談話会（十勝川温泉・笹井ホテル）, 2019.

d-10. 北林奨也・対馬大希・C. R. Adkar-Purushothama・佐野輝男：ジャガイモやせいもウイロイド-42番塩基変異体
の弱毒化機構―蓄積量と標的候補遺伝子の発現量解析―．平成31年度（第54回）植物感染生理談話会（十勝川温
泉・笹井ホテル）, 2019.

d-11. 鈴木貴大・藤林美里・葛西厚史・佐野輝男・Z-X. Zhang・S-F. Li：ジャガイモやせいもウイロイド感染による矮化・
葉巻病徴発現に関与するトマト遺伝子の解析．令和元年度日本植物病理学会東北部会（秋田ビューホテル）, 2019.

d-12. 北林奨也・対馬大希・C. R. Adkar-Purushothama・佐野輝男：ジャガイモやせいもウイロイドの 42 番塩基と 64 
番塩基の変異による弱毒化の解析．令和元年度日本植物病理学会東北部会（秋田ビューホテル）, 2019.

d-13. 鈴木貴大・藤林美里・佐野輝男：リンゴゆず果ウイロイドのトマト果実への病原性を制御する塩基配列の分析．
令和元年度日本植物病理学会東北部会（秋田ビューホテル）, 2019.

金児　雄
a-01. Suang, S., K. Hiruma, Y. Kaneko, M. Manaboon: Diapause hormone directly stimulates the prothoracic glands 

of diapause larvae under juvenile hormone regulation in the bamboo borer, Omphisa fuscidentalis Hampson. 
Arch. Insect Biochem. Physiol., 102 (2): e21603, 2019. doi: 10.1002/arch.21603.

a-02. 大森裕介・金児　雄：蛹変態に対する 1齢期の栄養状態の影響．東北蚕糸・昆虫利用研究報告 , 43: 7‒10, 2018.
a-03. 河本夏雄・行弘研司・木内　信・阪口洋樹・和田旭紘・伊藤雅信・小瀬川英一・中村匡利・池田真琴・木内彩絵・

桑原伸夫・金児　雄・比留間潔・水谷信夫・浅野眞一郎・石橋　純・飯塚哲也・神村　学・志村幸子・瀬筒秀樹・
冨田秀一郎：日本におけるクワコの生息地域：フェロモントラップを用いた調査．蚕糸・昆虫バイオテック , 88: 
53‒63, 2019.

b-01. 金児　雄：第25章カイコのもつホルモンの実験．カイコの実験単，日本蚕糸学会監修，p.216‒221, NTS, ISBN978‒
4-86043‒598‒1, 2019.

田中　和明
a-01. Matsumura, M., W. Kato, A. Hashimoto, Y.S. Takahashi, T. Shirouzu, K. Tanaka: Crassiperidium (Pleosporales, 

Dothideomycetes), a new ascomycetous genus parasitic on Fagus crenata in Japan. Mycosphere, 9: 1256‒1267, 
2018.

a-02. Ozawa, K., K. Mochizuki, D. Takagi, K. Ishida, A. Sunada, K. Ohkusu, K. Kamei, A. Hashimoto, K. Tanaka: 
Identification and antifungal sensitivity of two new species of Diaporthe isolated. Journal of Infection and 
Chemotherapy, 25: 96‒103, 2019.

a-03. Inose, K., K. Tanaka, H. Koshino, M. Hashimoto: Cyclopericodiol and new chlorinated melleins isolated from 
Periconia macrospinosa KT3863. Tetrahedron, 75: 130470, 2019.

松山　信彦
b-01. 松山信彦：岩木山周辺の土壌．岩木山を科学する 3，｢岩木山を科学する｣刊行会編，p.100‒108，北方新社，弘前，

2019.
d-01. 松山信彦・千葉優二・藤澤春樹・加藤千尋・佐々木長市：酸素発生剤の局所施用が水稲の生育・収量に及ぼす影

響．2019年日本土壌肥料学会講演会（静岡大学）, 2019.
d-02. 佐藤　望・松山信彦・藤澤春樹・加藤千尋・佐々木長市：寒冷地におけるマコモの栽培に関する研究―含鉄資材、

含マンガン資材の効果―．日本作物学会東北支部講演会（秋田）, 2019.
d-03. 樋川佳士・佐々木長市・范　津琿・松山信彦・加藤千尋・遠藤　明：客土水田の浸透型が稲体の銅およびカドミ
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ウム吸収に及ぼす影響．令和元年度農業農村工学会講演会（東京農工大学）, 2019.
d-04. Kato, C., C. Sasaki, A. Endo, N. Matsuyama, T. Nishimura: Predicting soil water movement in converted 

soybean fields under high moisture condition. PAWEES-INWEPF International Conference 2018 (Nara), 2018.
d-05. 加藤千尋・佐々木長市・遠藤　明・松山信彦：過湿条件下における水田転換ダイズ畑の土壌水分変動．2018年

土壌物理学会（北海道大学）, 2018.
f-01. Matsuyama, N.: Cultivation of the Zizania latifolia in cold climate area (Tsugaru Region). UGAS International 

Symposium (Hirosaki University), 2018.
f-02. 松山信彦：白神山地の土壌．農学生命科学部白神自然環境センター研究紹介セミナー（弘前大学）, 2018.

管原　亮平
a-01. Sugahara, R., S. Tanaka: Yellowing and YPT gene expression in the desert locust, Schistocerca gregaria: 

Effects of developmental stages and fasting. Arch. Insect Biochem. Physiol., 101: e21551, 2019.
b-01. 管原亮平：トビバッタの体色制御機構．昆虫と自然 , 54（8）: 11‒13, 2019.
d-01. 管原亮平・田中誠二・上樂明也・塩月孝博：サバクトビバッタの黒化を制御するコラゾニン下流転写因子．第

63回日本応用動物昆虫学会大会（筑波大学）, 2019.
d-02. 管原亮平・田中誠二：サバクトビバッタ幼虫若齢老齢期のTakeout黄化遺伝子を介した体色制御．日本昆虫学会

第79回大会（弘前大学）, 2019.
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【国際園芸農学科】

【園芸農学コース】
荒川　修
a-01. Arakawa, O., P. Pungpomin, S. An, N. Tanaka: Effect of blue light on red color development and anthocyanin 

accumulation of sweet cherries. ISHS Acta Horticulturae, 1235: VIII International Cherry Symposium, 449‒451, 
2019.

d-01. 荒川　修・阿部大輔・田中紀充・原田寿晴：リンゴの着色系における簡便な着色特性評価法に関する研究．園芸
学会東北支部令和元年度大会発表要旨（秋田市）, 10‒11, 2019.

d-02. 田中紀充・鈴木真由・松田智哉・松本省吾・小森貞男・荒川　修：開花前後の温度がリンゴの果形に及ぼす影響．
園芸学会東北支部令和元年度大会発表要旨（秋田市）, 12‒13, 2019.

張　樹槐
a-01. Ye, X., S. Abe, S. Zhang: Estimation and mapping of nitrogen content in apple trees at leaf and canopy levels 

using hyperspectral imaging, Precision Agriculture, doi.org/10.1007/s11119‒019‒09661-x, 2019.
d-01. Ye, X., S. Zhang: Application of spectroscopy and hyperspectral imaging for agriculture and food research. 

3rd IPFS-FAFU 2018. International Symposium (Fuzhou, China), 2018.
d-02. 叶　旭君・小杉連理・張　樹槐：小型分光センサー「Scio」による黄色品種リンゴ “こうこう” の蜜入り判定．

2019農食施設CIGR VI国際大会（北海道大学）, 2019.
d-03. 張　樹槐・煙山智司・叶　旭君・吉川元起：魚肉の新鮮度推定へのニオイセンサーMSSの応用．2019農食施設

CIGR VI国際大会（北海道大学）, 2019.
d-04. Ye X., S. Takada, S. Zhang: Spatially resolved interactance spectroscopy to estimate degree of red coloration 

in red-fleshed apple cultivar ‘Kurenai-no-Yume’. Proceedings of the 2019 International Joint Conference on 
JSAM and SASJ, and 13th CIGR VI Technical Symposium joining FWFNWG and FSWG Workshops, (Hokkaido 
University), 2019.

d-05. 張　樹槐・李　松涛・叶　旭君・吉川元起：ニオイセンサーMSSを利用したアボカドの追熟度の非破壊的推定．
農業食料工学会東北支部 2019年次大会（福島大学）, 2019.

d-06. 叶　旭君・阿部汐里・張　樹槐：リンゴ樹の簡易栄養状態測定装置開発の可能性．農業食料工学会東北支部
2019年次大会（福島大学）, 2019.

d-07. Ye. X., S. Ueda, S. Zhang: Evaluation of the degree of post-harvest ripeness in avocado fruits using hammering 
sound test. The 2019 International Symposium on Nonlinear Theory and Its Applications (NOLTA2019) (Kuala 
Lumpur, Malaysia), 2019.

d-08. 廣瀬　孝・張　樹槐：ロットの異なる高速道路間伐材由来活性炭の物性．第 37回日本産業技術教育学会東北支
部大会（弘前大学）, 2019.

d-09. 菅原　哲・廣瀬　孝・松崎正敏・張　樹槐：処理時間の異なるリンゴ剪定枝由来活性炭の物性．第 37回日本産
業技術教育学会東北支部大会（弘前大学）, 2019.

前田　智雄
a-01. Oku, S., K. Ueno, Y. Tsuruta, Y. Jitsuyama, T. Suzuki, S. Onodera, T. Maeda, H. Shimura: Sugar accumulation 

and activities of enzymes involved in fructan dynamics from seedling to bulb formation in onion (Allium cepa L.). 
Scientia Horticultuae, 247: 147‒155, 2019.

d-01. 奥　聡史・鶴田　遊・上野敬司・小野寺秀一・前田智雄・実山　豊・鈴木　卓・志村華子：タバコプロトプラス
トを用いたタマネギ由来フルクタン代謝遺伝子の機能解析．園芸学会平成30年度秋季大会（鹿児島大学）, 園学研 , 
17（別2）：229, 2018.

d-02. 村上裕介・岩渕久克・前田智雄：青森県在来トウガラシ品種 ‘弘前在来’ の特徴的揮発性成分．園芸学会平成 31
年度春季大会（明治大学）, 園学研 , 18（別 1）: 140, 2019.

d-03. 高橋啓太・倉内　佑・小山内祥代・本多和茂・前田智雄：青森県で栽培した東洋系，西洋系及び中間型ニンジン
品種の糖及びカロテノイド組成に関する研究．園芸学会平成31年度春季大会（明治大学）, 園学研 , 18（別1）: 376, 
2019.
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松﨑　正敏
a-01. Islam, S., M. N. Islam, M. Matsuzaki: Effect of apple pomace silages on blood parameters in Suffolk ewes. 

Bangladesh Journal of Animal Science, 47 (2): 51‒60, 2018.
a-02. Islam, S., M. N. Islam, M. Matsuzaki: Nutritive value of fermented apple pomace silage and its effect in Suffolk 

ewes. Journal of Agricultural Science and Food Technology, 4 (4): 80‒91, 2018.
a-03. 正木　卓・松崎正敏・石塚哉史：酪農制度改革下における青森県酪農の現状と課題―ゆうき青森農協組合員意向

調査をもとに―．弘前大学農学生命科学部学術報告 , 21: 1‒7, 2019.
a-04. 梅木直哉・姜　東鎮・河本英憲・松崎正敏：リンゴジュース粕を混合したイネホールクロップサイレージの嗜好

性と飼料成分との関係．日本草地学会誌 , 65（2）: 91‒99, 2019.
b-01. 松﨑正敏：岩木山麓のりんごのポテンシャル．未利用資源を活かしたブランド食肉 “アップルビーフとアップル

ラム”の生産．岩木山を科学する，3: 149‒152, 2019.
d-01. 松崎正敏・梅木直哉・房家シン：母めん羊の周産期の給与タンパク質レベルが初乳中ホルモンおよび産子の増体・

代謝特性に及ぼす影響．日本畜産学会 124回大会（麻布大学）, 2019.
d-02. 梅木直哉・姜　東鎮・河本英憲・松崎正敏：イネホールクロップサイレージに含まれる酪酸および酪酸エステル

と嗜好性との関係．東北畜産学会第69回大会（秋田市）, 2019.
d-03. 赤坂雪精・松崎正敏：妊娠末期および哺乳中の給与タンパク質レベルがめん羊母子の体重と血中成分に及ぼす影

響．日本緬羊研究会第64回大会（東京農工大）, 2019.
e-01. 松崎正敏：子牛の強健性と発育能力を高める初期栄養強化プログラムの開発．平成 29年度食肉に関する助成研

究調査成果報告書（公益財団法人伊藤記念財団）, 36: 384‒388, 2018.
f-01. 松﨑正敏：臨床獣医師のための研究室ガイド「家畜の飼養試験にこだわって～飼料資源開発からFetal Program-

mingのメカニズム解明まで～」．臨床獣医 2018. 10, 66‒67, 2018.
f-02. 松﨑正敏：読者からの便り：公開シンポジウム「ヒツジとともにゆたかに暮らそう」．シープジャパン , No.105, 

26‒27, 2019.
f-03. Matsuzaki, M.: The 2019 Award for excellence in reviewing for animal science journal in 2018 . Japanese 

Society of Animal Science, 2019.

本多　和茂
a-01. Nishitani, S., K. Honda, S. Nozawa: Induction of chromosomal aberrations in Albuca virens (2n=6, Hyacinthaceae) 

via ion beam irradiation. QST Takasaki Annual Report, QST-M-16: 94, 2018.
d-01. 勝川健三・小山内圭吾・本多和茂：カタクリ鱗茎の低温処理開始日および期間が休眠打破および開花におよぼす

影響．園芸学会平成 31年度春季大会（明治大学）, 園学研 , 17（別1）: 427, 2019.
d-02. 迎　千里・五十嵐元子・菱田敦之・颯田尚哉・本多和茂・谷川奈津・立澤文見：トリカブト属（Aconitum L.）の

花のアントシアニジン．園芸学会平成 31年度春季大会（明治大学）, 園学研 , 17（別1）: 420, 2019.
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